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今回 (2008年 10月 )のベ トナム

スタディーツアー、里子との面会

や現地の教育事情視察は、大変有

意義で感動的でした。里子 1人に

つき年 2万円の里親基金は、日本

の生活水準からすれば、わずかな

金額です。しかし、この 2万円が

とても有効に使われていることを

実感できたツアーでした。

お金とはもともと、人それぞれ

に不足しているものを交換し合う

ための道具として使われ始めたも

のでしょう。贈与である里親基金

と商品売買のお金では違いがあり

ますが、私たちが 2万円で交換す

るものは、私たちに欠如している

もの、失ってしまったものではな

いでしょうか。それは子どもたち

の笑顔、そして未来への希望を映

す彼らの瞳の中にあるのかもしれ

ません。

世界は今、大変な経済危機に見

舞われています。これは金融市場、

特に投機 =お金がお金を生むとい

うしくみが、本来お金が持つ物や

サービスの交換という働きを超え

て肥大化した結果でもあります。

お金のこうした暴力的な振る舞

いに対し、ささやかではあれ、自

分のお金が里親基金として「正し

く」使われていることは、本当に

うれしいことです。お金が、人と

人とを、人と社会とを結びつける

ことに生かされていることは、お

金の暴力的な働きが私たちの生活

を、人間関係を破壊しつつある時

世の中で救いともいえます。

さらに多くの方々が私たちの基

金に参加され、お金の「正しい」

使い方をなされることをおすすめ

します。

(黒羽 宏)
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「ベトナムの貧しい子どもと話り合う夢、楽しい」

ベ トナムで経済困窮にあえぐ子どもたちを支援している俳優の岡幸二郎さんを帯国劇場にお訪ねしました。

岡さんは話題のミュージカル Fミ ス・サイゴン』に米兵ジョン役で出演中でした。対談にはベ トナム留学生

グエン・ティ・キュー・フーンさん (東京大学教養学部2年)と増田憲義さん (東宝・専務取締役)が同席
されました。岡さんと増田さんのご配慮で Fミ ス・サイゴンJ上演中、経済的に恵まれないベ トナムの子ど
ものための募金箱が帯国劇場に置かれました。

ベ トナムの子ども、生活厳しい

一 早速ですがベ トナム支援をさ

れているのはなぜですか ?

岡 ベ トナム在住の女性が私財を

投げ出して幾人ものベ トナムの貧

しい子どもの生活を支援していま

す。私の友人がその方と親しく、

友人を通してベ トナム支援を依頼

されました。

ベ トナムに飛んで、運営する施

設を見せていただき、子どもたち

と話し合いました。

顔の見える支援

岡 ベ トナムの貧しい若者たちと
の出会いは、私にはとてもよい経

験でした。貧しくても子どもたち

は、将来歌手になりたいとか警察

官になりたいなどと、目を輝かせ

て話すのです。心は豊かなんです

よね。

あなたがたベトナム子供基金も

私の所属する組織も、支援してい

る子どもの顔が見えますね。支援

では、この「顔の見える関係」が

重要だと私は思います。

言葉を超えて心は通う !

―ベ トナムではどんな所に行くの

ですか ?

岡 シクロ (タ クシーの一種)に
乗って路地裏まで案内してもらい

ます。ベトナム語はできないので

すが、なぜか運転手さんの「物価

が上がって生活が苦しい」という

話は聞き取れるのですね。観光客

が行かない所に入り、いい人に出

会って元気をもらい、ここに本物

のベ トナムが息づいているなと感

じてくるのです。現地で知り合っ

た若者のバイクに乗せてもらいそ

の子の家を訪ねるとか、ベ トナム

の旅は本当に楽しい。音楽や歌が

あると心は通いますね。

ただ、ベ トナムでは農村が特に

貧しいそうですが、農村まで足を

延ばせません。

私の場合、一年中公演とその練

習がありますから、合間をぬって

の旅行です。 3日 間休みが取れた

ら飛行機に乗って旅に出ます。地

理的に近いアジア中心の旅になり、

愛着が生まれましたが矛盾にも目

が向きました。

Fミス・サイゴン』広めたい

一  Fミ ス・サイゴン』を観たベ

トナム留学生が「涙が止まらなか

った」と言っています。日本だけ

でなくベ トナムなどで上演するこ

とはできないですか ?

岡 今は難しいかもしれません。
でも、ベトナムで上演したいです

ね。戦争で犠牲になる女性と子ど

も、これは普遍のテーマで、国境

を超えて理解してもらえるはずで

す。

べぃ■ム0,予
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帝国劇場に設置された募金箱 (右 )
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岡 中国で『李香蘭』を上演した
とき、担当者から「客席から物を

投げられても舞台に立ち続けてほ

しい」と言われました。当時の中

国で李香蘭は「売国者」の烙印を

押されていました。物は飛んでき

ませんでしたが、せりふが観客の

信条と異なると客席を立つ人が続

出しました。でも最終的に『李香

蘭』中国公演は成功でした。

あのときのことを思えば『ミス・

サイゴン』のベ トナム公演は可能

かもしれません。脚本を書いたア

ラン・ブーリルはイギリス人で、

ベ トナム戦争を冷静に見ていたと

思います。

ただ、ヘリコプターが舞台に降

りてくるシーンでお分かりのよう

に、巨大な装置を自在に動かせる

許してもらいました。大学では書

道や中国語も勉強しましたが、ミ

ュージカル俳優への猛勉強もしま

した。在学中老人介護施設や子ど

もの養護施設でボランティアもし

ました。母が世話好きで、私は母

に似たのかもしれません。

世界に本当の愛必要

―『ミス・サイゴン』の第2幕は

バンコクですね。当時、あの街は

荒廃しており「お金で何でも買え

る」といわれていました。

岡 アジアの貧困地域では常にそ
のことが問題視されています。戦

争が悲惨極まりないのは明白な事

実です。しかし貧困が子どもの「身

売り」につながるのも重大事です。

Fミ ス・サイゴン』で母親のキム

が命をかけて子のタムを守ってい

るように、私たちも世界の恵まれ

ない子にもっと愛の手を差し伸ベ

なければならないと思います。

[略歴]岡 幸二郎 (おか。こう

じろう)1967年福岡県生①大東

文化大学外国語学部(中国語科)

卒。お9年 『マイ・フェア・レデ

イ』でデビユー。「李香蘭J『オ

ペラ座の怪人』『レ・ミゼラブ

ル』『風と共に去りぬ』 Fタ イタ

ニック』など話題作に毎年出演

している。NHK大 1可 ドラマ『義
経』等TV出演も多く、『Love
Collection』 などCDも 出して

いる。『ミス・サイゴン』東京

公演終了後ベトナムに飛び、困

難を抱えている子どもたちの支

援活動に参加している。本年 1

月3日 からの福岡市博多座『ミ

ス・サイゴン』公演にも引き続

き出演①東京都在住。

大きな舞台が必要で、

日本では今まで帝国劇

場でしか上演できませ

んでした。福岡市に「博

多座」という大きな劇

場ができ、帝劇以外で

初めて上演されます。

― 福岡県は「ふるさ
と」ですね。

岡 私は本来ミュージ
カル俳優になるはずで

はなかったのです。福

岡を出るとき、内心で

は俳優になりたいと思

っていたのですが、親

には「書家になりたい

から東京の大学に行か

せてほしい」と頼んで
◎2008 TOHO Co,LTD

『ミス・サイゴンJ出演の岡幸二郎さん
⑥2008 TOHO Co,LTD

-3-



2009年 1月 17日 (土)ベ トナム子供基金通信第46号

「たくさんの人に感動 !」 した旅でした
優しさ、夢、親切……

2008年 10月 8日 から17日 まで、

8泊 9日 間、ホーチミン市、ハノ

イ市 (と もにベ トナム)、 アンコー

ルワット (カ ンボジア)を 訪ねま

した。

男性 4名 ・女性 5名総勢 9名の

旅でした。

毎日冗談を言って楽しい雰囲気

を作っていただいた団長の高橋強

さん (金沢市在住)の下、長い旅

でしたが、毎日多くの感動に出合

った旅でした。

何に感動したかというと、「人」

です。

平均年齢が26歳 という若い国ベ

トナムは、日ごろの生活で日本人

(私 ?)が忘れてしまった「優 し

さ」「親切」「将来を夢見るキラキ

ラとした瞳」そして「家族に対す

る思い」など、人として生きてい

く上で最も大切なことを思い出さ

せてくれました。

と自己満足をしております。

「予想」裏切つたベ トナムの実情

私は今回初めてベ トナム・カン

ボジアを訪れました。想像以上に

ベ トナムは発展していました。

私の想像上のベ トナムは、ホー

チミン市やハノイ市でも、牛が歩

いていてのんびりしていると、勝

手な想像をしておりました。

しかし実際は、街はバイクと車

の洪水 ! 若者のフ

ァッションは日本の

若者とほとんど違い

がない。          i
いったい日本とど

こが達うのだろうか

……・? 本当に多く
の人が貧困の問題を

抱えているのだろう

か・・…・?

でも、青葉奨学会

などの人の話を聞い

んでした。

もし、私がベ トナム子供基金の

ような団体と縁のない日本人であ

ったなら、ベトナムが抱える社会

の暗い問題を見過ごしてしまった

だろう思いました。

「国内移民」の問題を考える

今回訪問した、ホーチミン市の

ビン・ロン・チュン小学校 (この

小学校には青葉奨学会設立時より

奨学金が出されている)に は、ホ

ゥエ先生も同行され、校長先生と

ホゥエ先生を交えて話し合いをす

る機会がありました。

この小学校は「移民」の問題を

抱えてお りました。「移民」とい

うのは、農村から都市部に働きに

来ている労働者のことを指すのだ

ということです。

親に定職がないため、あるいは

親の仕事の都合で、学校を転々と

しなくてはならない子どもたち…。

転校に次ぐ転校で、子どもたち

は安心して教育を受けることがで

おかげで旅行から戻ってからは、 てみると、農村ではまだ電気、水

少しは人の優 しさが素直に受け止  道が完備されていない所が多く、

められる人間に成長したのでは ? 学校に通えない子どもがたくさん
いるそうです。

だから、ベ ト

ナム子供基金

のような支援

団体が必要と

されています。

しかも、者F

市部でも誰も

が豊かな暮ら

しをしている

とは限りませ
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2008年ベトナムスタデイーツアーに参加して

きず、また友達関係にも問題が出

てくると想像されます。

ただ見学するのでなく

校長先生からのお願いは「奨学

金を一人でも多くの子に渡してあ

げたい」ということでした。

私は、この学校を訪れて外観を

ただ見学するだけでなく、この小

学校とこれからどうやって関わっ

ていくかに、訪間の真の意味があ

るのだろうと思っています。

支援を始めたらどのようにして

継続していく

か ? これが
一番考えてい

かなくてはな

らない、難し

い課題です。

この小学校で

は、団長さん

をはじめ、何

人かの会員が

全校生徒一人

ずつに「ノート」をプレゼントし

ました。生徒たちは大喜びで、小

さいですが、温かい日越交流の一

日でした。このような経験は初め

ての会貝の方もいて、楽しくて大

喜びされていました。生徒のかわ

いらしく、元気な対応には、多く

の元気をもらい、心に残る思い出

となりました。

「子どもたちは太陽」です !

ベトナムもカンボジアも、確か

に日本に比べて経済的には豊かで

はないのです。

「援助」は必要です。しかし、

私は子どもたちの明るさに、お金

では換算できない「支援」をもら

いました。お金では買えないもの

がたくさんあります。

里子や出会った多くの方から受

けた「感謝の気持ち」は、日常生

活の中で、私の心の支えになって

くれています。このツアーに参加

できて感謝一杯 Iです。

さまざまな企画をツアーに

今回はホーチミン・ハノイ、世

界遺産アンコールワットを巡る、

「都市型の旅」でした。

ほとんどの参加者が里子と会い、

楽しいひとときを過ごしました。

中には20名近くの里子と対面した

会員さんもおります……。

毎年いろいろな形でスタディー

ツアーが続けられると思っており

ます。

事務局として、会貝の皆さまか

ら「こんなところへ行きたい l」

「こんなテーマのツアーを考えて

ほしい」などという意見や、スタ

デイーツアーの企画をお待ちして

おります。

同じ思いを持った方との旅行は

楽しいものです。

今回、ほとんどの方がお一人で

参加され、お互いに理解を深めま

した。

本年も多くの会員や仲間が、ベ

トナムスタディーツアーに参加し

て、ベ トナムとの交流を深めるだ

けでなく、会員相互の友情を深め

ていただきたいと思っています。

(樋川 好美 )

ハノイのレス トランで (右筆者 )
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トナムからの

手紙

「非常に優秀な生徒」

になれました

グエン・バン・フック

夏がやってきました ! 大学入

試の雰囲気はとても緊張したもの

です①私も入試の準備で大変忙 し

いです。間もなく行われる大学入

試で最高の結果を取れることを切

に願っています。

親愛なる里親さま !

今学年では学業で数多くのよい

成績を取りました。

学年末の「非常に優秀な生徒」、

省の「非常に優秀な生徒」、地域

の「非常に優秀な生徒」の試験で

も入賞しました。

上記のような成績を取ることが

できたのは、自分自身のたゆまぬ

努力奮閉のみならず、家族のサ

ポー ト、そして何よりも里親さま

2009年 1月 17日 (土)ベ トナム子供基金通信第46号

のご関心のおかげです。

私が受け取らせていただいてい

る里親さまからの奨学金は、物質

的な贈 り物であるとともに、勉強

での数々の困難を乗り越え奮聞す

ることを手助けしてくれる精神面

のプレゼントでもあります。

私は今、大学への扉を前に、自

分の夢への扉を前に、人生の大き

な岐路に立っています。大学に合

格し医者になることは私の長年の

夢なのです。その夢がまもなく実

現しようとしています。

私はとてもうれしいです。うれ

しさにつれ里親さまへの感謝の気

持ちとご恩の気持ちが増してきま

す。

里親さまが私に与えてくださっ

たご関心に心から感謝申し上げま

す。

それは私に自信を与えてくれ、

人生に喜びを与えてくれました。

里親さまがお元気に楽しく暮らさ

れ、ご自身の夢を実現されますよ

う|こ。

本当に心から感謝しています。

里親さま、さようなら !

青葉奨学会、里親の

皆さまに感謝

ドアイ・ティ・ザン

時計の針は誰に追われて動 くのか

時間は誰に追われて過ぎゆくのか

いつか時間が巡ってまた戻るだろうか

里親 さまとお母 さまがベ トナムに再び

戻ってこられるように

里親さまとお母さまヘ

私は1998年 9月 生まれで、ナム

ディン県の小学校の 5年生です。

里親さまがベ トナムを離れて、

もう30日 たってしまいましたね。

時間が速く過ぎていく感じがしま

す。

里親さまとお母さま、どうお話

ししたら私の気持ちがうまく伝わ

るのでしょう。
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私は心に感じることをそのまま

言うことしかできません。

私に愛情を注いでいただいて、

本当にありがとうございます。一

緒に撮った写真を楽しみにしてい

ます。

里親さまやお母さまが私のとこ

ろに来てくださると聞いて、ずっ

と前から楽しみにしていました。

里親さまやお母さまが行ってし

まうとき、本当に寂しく感じまし

た。里親さまとお母さまに頂いた

贈り物は記念として大切にいたし

ます。

最近、私の母は遠くへ出稼ぎに

行っています。私は祖父母の家で

生活しています。夏休みの勉強を

一生懸命にやっています。

そして里親さまとお母さまのご

期待、ご支援を裏切らないように、

勉強を頑張っていくことを約束し

ます。

手紙はまだ短くしか書けないし、

考えることもそんなに深くできな

いので、どうかお許しください。

最後になりますが、里親さまの

2009年 1月 17日 (土)ベ トナム子供基金通信第46号

援のおかげで生活の困難を乗り越

えて、勉強を頑張りいい結果が出

せました。

前学期の成績は、各科目平均点

:10、 学力 :優、態度 :優でした。

この成績は、私の努力のほかに、

里親さまの援助があったからです。

もう一度里親さまに私と家族から

感謝の気持ちをお伝えします。

家族の経済状況はとても困難で

す。今、家を借 りているので、も

っと厳しくなっています。

母は専業主婦で、父はバイクタ

クシーの運転手をやっています。

家族全員、父の収入のみで生活し

ています。

今、私は青葉奨学金をもらって

いるので学校にも行けるし、困難

も乗 り越えられました。これから

もよろしくお願いします。

私と同じく困難があるほかの人

にも里親さまのような優 しい人に

出会えることを祈ります。ありが

とうございます。

敬具

(本文と写真は関係ありません)
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。事務局か ら

◆ご入金報告 ご支援ありがとうございます倣称略)
2008年 7月  (追加)鈴木真琴    2008年 10月  里親基金 (「新」は新規会員、以下同じ) 樋川好美
小池ミツ子 中台正四 南 康雄 照井 保 高柳直正 金城清喜 福田和子 福田 修 中原和夫 野村利実
一般基金 中谷ギア 中原和夫  賛助基金 菊池幸子 〒国劇場 (増田/田島)
2008年 11月  里親基金 大川幸子 (新)唐 澤輝雄 中台正四 薄田純子 北村久美子 中里順子 黒羽 宏
栗原静子 (新)鹿 子嶋桂子 福島三恵 高橋正利 小堀敬子 松石陽子  賛助基金 佐藤吉信 土田真康
一般基金 横井琢哉
2008年 12月 里親基金 渡辺洋子 上野義美 (新・ 2回入金)北 川美香子 (新) 今井幸恵 服部泰子 三好重仁
渡邊洋子 (新) 岡 準造 柴田愛子 磯谷好子 高橋笙子 橋本誠勇 野村利実 本間きく 小河原理枝
佐々木幹子 藤田専三郎 小林一成 大官 束 古賀恵一 石川 亮 (新) 長澤俊明・理恵子
賛助基金 山内和彦 望月良憲 櫛田鉄雄 玉川学図高等部EDC  一般基金 代田泰彦 近藤 昇 工藤貴子
工藤幹雄 大越貴子 黄梅基金 石出修一 岡村 進
※ 最終入金日 里親基金および一般基金会員の方は、会報送付封筒の宛名ラベルの下部に印字してあります。
■「春の木運動」寄付者芳名 ご協力ありがとうございました (敬称略)
黒羽 宏 横井琢哉 鹿子嶋桂子 石川邦夫 松田幸子 石森順子 福島三恵 樋川宏子 鍋木美穂子 兵頭澄乃
兵頭史朗・一乃 佐々木和子 山之内美佐子 小田正和 飯田一男 中林妙子 関麻三子 鶴尾能子 福田和子
福田 修 細川敦子 原田隆子・弘子 土田真康 外山経子 山本剛彦 高橋 強 松石陽子 菊地美佐子
岸田範子 望月良憲 小谷瑠璃子 中村一恵 米花仲子 元川暁子 中原和夫 角田依里 小原洋三 高多直美
小林宏男 高橋笙子 Maret飛 鳥 山本哲也 宮崎絹子 中谷ギア 中里順子 堀江渥子 小林正敏 樋川好美
種田 誠 WING/子安彰夫 菊池幸子 栗原静子 高道俊彦 千賀恒雄 中畠正喜 渡辺洋子 唐澤輝雄
横田 啓 長谷博幸 小西麻知子 奥山義夫 三村彼子 今井幸恵 小堀敬子 野村利実 加藤純二 小池ミツ子
浅利幸江 高橋作太郎 海老原かつ子 中達秀世 三好重仁 越知誠一 岡 準造 柴田愛子 中曽根信 所やよい
「いこう」会代表広田光之 磯谷好子 吉田紀子 佐藤吉信 大杉愛子 中村 仲 監物南美 早乙女和義 近藤玲子
近藤 昇 椙山アヤ子 但馬尚子 丼上富雄 本間きく 小河原理枝 吉原とも子 馬杉栄一 国際文化交流機構
植田泰史・和子・暁子・理子・聡子 自砥術体操教室 工藤幹雄 渡邊洋子 水谷美奈子 長澤俊明・理恵子
2008年ベトナムスタディーツアー参加者一同 IWC株 式会社 越智誠― (ご子泡、3人)海老i畢純子 石岡キセ
DANG BA KHOI 近藤清子 ACA― アクア 山本章治 渡辺すみ子
1月 9日現在「春の木運動」寄付金合計 733,000円

※ ベトナム子供基金のお申し込みは下記の回座にお願いいたします。
里親基金関係 (一般、賛助基金を含む)   口座名義「ベ トナム子供基金」
郵便振替 00140-1-70399   銀行振込 みずほ銀行駒込支店 普通預金 1495745

黄梅基金関係 (個別、学校建設を含む)   口座名義「ベ トナム子供基金」
郵便振替 00190-6-666994   銀行振込 みずほ銀行駒込支店 普通預金 8071959

◆ベトナム子供基金 (会員を募集しています)

ベ トナム青葉奨学会 QUY HOC BONG LA XANH 電話 :8488477359 ファクス :84-8-8477527
c/o TRUONG NHAT NGU DONG DU 43D/46 Ho Van Hue, Q.Phu Nhuan, Ho Chi Minh, Viet Nam

日本の「ベ トナム子供基金」は、ベトナムの「青葉奨学会」を通し、ベトナムの子どもに贈られます。

発行人 :近藤 昇  編集人 :植田泰史  印刷所 :向川田プリント

里親基金 (一般):年額 1回 2万円

同 (学生会員):年 額 1回 1万 円
特定の「里子 (奨学生 )」 イこ奨学金を支給する

ベ トナム青葉奨学会から里子の履歴表が届き、

「里親」になっていただきます。

手紙などの交換ができます。

一般基金  :年額 1回 1万 2千円 子どもたち全体の里親という想定です。子どもの様子や会の運営などをお伝えします。

賛助基金 一般基金に準じます。金額・回数等、いっさい自由です。

ベ トナム黄梅基金  :1日 1万円 ベ トナム子供基金の会員で基金を設立し、利子を奨学金にします。

個別黄梅基金  :1回 30万円以上 個人で基金を設立し、利子を奨学金にします。複数の子どもを紺象にします。

学校建設黄梅基金 青葉奨学会と連携 し、貧困地域に学校を建設し、黄梅基金を併設します。
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